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［海で新ビジネス］メールマガジン編集部です。東京は冬が逆戻りしたよう
な日が続いていますが、皆さんの地域はいかがでしょうか。

年度が改まり、今年度の事業のスケジュールも少しずつ固まってきました。
一番のご関心と思われるビジネスプランは今年度も募集いたします。
また、プランの募集に先立ち、マッチングフェアも開催いたします。

今年度も［海で新ビジネス］メールマガジンをどうぞよろしくお願いいたし
ます。

―――――――――――――――――――全国漁業就業者確保育成センター
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■１　全国センター　ナウ！

「事務所移転のお知らせ」

年度があらたまると同時に、大日本水産会に設置されていた当センターは
（株）アール・ピー・アイ内に事務所を移転して業務を開始しました。

今年度のビジネスプラン関係の予定としては、継続案件の審査に続き7月に
22年度新規案件を公募します。公募要領など詳細は6月を目途にこのメール
マガジン・当センターのHPに掲示していきます。

応募される方はそろそろプランの構想を固め、漁業者との連携、漁協の同意
など時間がかかる手続きを早めに済ませておくことが得策のように思われま
す。

なお、事務局はプランの策定段階でのアドバイスにも応じますのでご相談下
さい。

――――――――――――――――――――――――――――――――――

■２　アナライズ・ＳＥＡ

ファッションの情報発信源といえばフランス・パリやイタリア・ミラノが有
名ですが、水産業界の新しいトレンドや新しい世界基準はどこで生まれ、発
信されるのでしょう。
魚食文化の長い日本でしょうか。それともグローバルスタンダードを地でい
くアメリカでしょうか。
今月のアナライズ・ＳＥＡは水産業界の情報発信源についてのお話です。

　第４回「水産業界のトレンドはどこから生まれるのか？」

新年度になり、将来のビジネスプランに参考になりそうな戦略的な話を紹介



したいと思います。

世界をどのように見るか？日本の地位は？どの国でも世界地図を描く時は、
自国を中心にします。

日本の場合、東側は太平洋を挟んで南北アメリカ、西側に中国、インド、そ
の先に欧州とアフリカ大陸となります。このような日本中心の世界地図を見
ると、世界中の情報や製品が日本を目指して来るような錯覚に陥ります。

そして、アメリカは日本と深い関係を持つ最も近いお隣の国、一方、欧州・
アフリカは遠い西の端、我々の生活には関係がない、と感じます。

生物の生態にとって地理的要因は決定的に大きな意味をもちます。例えば、
ギリシャ・ローマ時代、地中海を囲む地域の国々（都市）が、世界の中心で
した。中世に入り、全体的に北側、更に東西へ拡大していきました。

勿論、インドや中国は古代から欧州との繋がりがありましたが、どちらも外
側地域への覇権的行動は取らず、地域内に留まっており、世界の縁辺地域の
地位にいました。

日本は、マルコポーロの東方見聞録に表されているように歴史的にアジア大
陸東の端であり、中心は欧州でした。太平洋は越えられない壁であり、アメ
リカ大陸は遠い西の端。新たな変化は西方から伝播しました。

現在でもこの流れは変わりません。水産に関わる国際的な源流も、欧州に根
ざしていることが多いのです。世界地図は地中海を中心に日本を東の端にし
てみると国際的な流れが理解できます。賢者は歴史に学ぶ。（海の風）

――――――――――――――――――――――――――――――――――

■３　インフォメーション

（１）全国センターの新住所について

全国センター　ナウ！でもお伝えしましたが、このたび全国漁業就業者確保
育成センターは、（社）大日本水産会内より事務所を移転しました。
新住所は下記のとおりです。

▼移転先　〒101-0061　東京都千代田区三崎町3-1-16
　　　　　神田アメレックスビル8階（株式会社アール・ピー・アイ内）
　　　　　tel.03-5215-5690　fax.03-5212-3411

▼お問い合わせ時間　9:30～17:30（土日祝祭日を除く）

（２）第４回ビジネスマッチングフェア２０１０開催のお知らせ

漁業者の皆様と異業種企業の皆様の出会いの場であるビジネスマッチングフ
ェアを今年度も開催いたします。

漁業異業種連携ビジネスプランをご検討中の皆様、連携漁業者をお捜しの皆
様のご来場をお待ちしております。

第４回を数える今年は会場を秋原に移し開催いたします。入場無料となって
おりますが、事前申込制をとらせていただきます。

お申込の受付は5月中旬より、全国センターホームページ、Ｅメール等で受
付予定です。出展者情報やフェアの詳細は、当メールマガジン及び全国セン
ターＨＰにて順次ご紹介する予定ですので、ご確認のほどよろしくお願いし
ます。

▼名　称：第４回ビジネスマッチングフェア2010

▼と　き：2010年6月19日土曜日　11:00～17:00（予定）

▼ところ：ベルサール秋葉原
　　　　　東京都千代田区外神田3-12-8住友不動産秋葉原ビル2Ｆ

▼交　通：「秋葉原駅」より徒歩4分（ＪＲ線）



　　　　　「秋葉原駅」より徒歩5分（つくばエクスプレス）
　　　　　「秋葉原駅」より徒歩7分（日比谷線）
　　　　　「末広町駅」より徒歩4分（銀座線）
　　　　　「小川町駅」より徒歩8分（新宿線）
　　　　　「淡路町駅」 より徒歩8分（丸ノ内線）

（３）ビジネスプランの公募について

昨年度採択された事業者の皆様を対象とした継続分のビジネスプランの公募
が開始されました。継続分の提出は（社）大日本水産会が窓口となります。

今年度の新規分のプランの公募につきましては、７月開始を予定しています。
詳細は当メールマガジン、全国センターＨＰ等にてご案内してまいります。

（４）事例集vol.3、水産資源集が完成！

過去3年間に採択された漁業異業種連携ビジネスプランを１冊にまとめた事
例集が完成しました。
今回の事例集では、これまでのビジネスプランにおいて取り上げた課題とそ
の解決の方策について分析を試みてみました。ビジネスプランの応募をご検
討中の方のみならず、漁村地域において課題解決に取り組まれている漁業者
の皆様にもご活用いただけると思います。
資料をご希望される方は、全国センターまで電話またはＥメールでお問い合
わせください。また、以下のHPアドレスからPDF版がダウンロードできます
のでお急ぎの方はご利用ください。

▼事例集・資源集DLサイト（平成21年度ビジネス連携緊急支援事業）：
　　↓　↓　↓　↓
　http://www.gyogyo.biz/

――――――――――――――――――――――――――――――――――

［海で新ビジネス］メールマガジンはいかがでしたでしょうか。
発行が予定日を過ぎましたことお詫び申し上げます。次回発行は2010年5月
14日を予定しています。

このメールの配信を今後希望されない方は、お手数ではございますが、下記
から登録解除の手続きをお願いします。
　　　　↓　　↓　　↓　　
　　http://biz.ryoushi.jp/biz/mail_kaizyo.php

――――――――――――――――――――――――――――――――――
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――――――――――――――――――――――――――――――――――

［海で新ビジネス］メールマガジンは全国漁業就業者確保育成センターが発
行するメールマガジンです。本メールの著作権は当センターに属し当センタ
ーの事前の許可なく複製・再配信等を行うことはできません。


